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鳥取市は、海・山・大砂丘など豊かな自然環境に恵まれた山陰東部の中核都市

として発展してまいりました。

鳥取市内には、現在約2，300あまりを数える多くの原始・古代遺跡が知られて

いますが、近年の各種開発事業の増加とともにその取り扱いが重要課題となって

います。埋蔵文化財は地域の先人の生活を語る歴史資料であり、後世に継承して

いくべき貴重な市民の財産です。このような認識のもと、鳥取市教育委員会では

開発と文化財の共存をはかるべく、関係各機関との協議を重ね、また地元の皆様

の深い御理解をいただきながら文化財保護行政を進めているところです。

さて、ここに報告します古市遺跡、秋里遺跡、里仁第3横穴群、桂見古墳群、

倭文所在遺跡1、本高段木遺跡、山ケ鼻遺跡、久末・古郡家遺跡の発掘調査事業

も地権者の方々をはじめとする関係各位のご協力によって、無事所期の目的を果

たしここに報告書刊行のはこびとなりました。ささやかな冊子ではありますが、

市民の皆様ならびに関係各位のご利用に供していただければ幸いです。

平成14年3月

鳥取市教育委員会

教育長　米　澤　秀　介



例 仁コ

1．本書は、平成13年度に国、県の補助金を得て鳥取市教育委員会が実施した埋蔵文化財調査の記録で

ある。

2．調査を実施した遺跡は古市遺跡、秋里遺跡、里仁第3横穴群、桂見古墳群、倭文所在遺跡1、本高
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3．本書に用いた方位は磁北を示し、レベルは海抜標高である。

4．発掘調査によって作成した記録類及び出土遺物は、鳥取市教育委員会に保管している。
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I　は　じ　め　に

鳥取市は、鳥取県の東部に所在し面積約237万が、人口15万人余を擁する山陰の中核都市として、ま

た、鳥取県の県庁所在地として政治・経済の中心的役割を担っている。鳥取市の北側は、鳥取砂丘をへ

て日本海が広がり、他の三方は中国山地から続く山地によって囲まれている。市城の中心は、千代川の

沖積作用によって形成された鳥取平野が占めており、南西部には潟湖である湖山池が位置している。近

年まで、平野部は主に水田として利用され、縁辺の丘陵部では二十世紀梨を中心とした果樹栽培が行わ

れてきた。しかし、宅地造成、道路建設などの各種開発によって平野部をはじめ、その縁辺の景観が近

年変わりつつある。

1．発掘調査の契機と目的

肥沃な鳥取平野は、古代から重要な生活基盤として人々の生活を支え、政治・経済・文化・交通の要

地としての位置を占めてきた。このような地理的条件を背景として、鳥取市城には数多くの遺跡が所在

し、現在約2，300箇所あまりの埋蔵文化財包蔵地が確認されている。このため、各種開発計画の増加と

ともに開発事業との調整を必要とする遺跡も年々増してきている。

今回報告する古市遺跡、秋里遺跡、里仁第3横穴群、桂見古墳群、倭文所在遺跡1、本高段木遺跡、

山ケ鼻遺跡、久末・古郡家遺跡も宅地造成、道路建設、公共施設建設などに伴い実施したものである。

事業計画と、事業地内における埋蔵文化財の所在確認依頼を受けた鳥取市教育委員会では、当該地の踏

査など事前の確認調査を実施した。しかし、現況から遺跡の所在、具体的な性格を把握することは困難

であることから、遺跡の範囲、遺構・遺物の有無、など詳細な資料を得ることを目的として試掘調査を

行うこととなった。

2．発掘調査の経過

発掘調査は、トレンチ掘りによる遺構・遺物の確認に主眼を置いて行った。調査は、久末・古郡家遺

跡の第1トレンチから着手し、その後、古市遺跡（第1トレンチ）、秋里遺跡（第1トレンチ）、里仁第

3横穴群（第1～第5トレンチ）、倭文所在遺跡1（第1、第2トレンチ）、桂見古墳群（第1～第11ト

レンチ）、本高段木遺跡（第1、第2トレンチ）、久末・古郡家遺跡（第2、第3トレンチ）、山ケ鼻遺

跡（第1、第2トレンチ）を順次実施した。現地調査期間は、久末・古郡家遺跡の第1トレンチは平成

13年5月25日～5月28日、古市遺跡は平成13年10月9、10日、秋里遺跡は平成13年10月17日、里仁第3

横穴群は平成13年10月22日～30日、倭文所在遺跡1は平成13年11月19日～22日、桂見古墳群は平成13年

11月20日～28日、本高段木遺跡は平成13年11月28、29日、久末・古郡家遺跡の第2、3トレンチは平成

13年12月3日～5日、山ケ鼻遺跡は平成13年12月11日～17日である。整理、報告書作成作業は主に現地

調査が終了後に順次行った。調査面積は、古市遺跡16．5m？、秋里遺跡12．OIが、里仁第3横穴群92．9Iが、

桂見古墳群44．2I正、倭文所在遺跡150．0m？、本高段木遺跡27．9I武　山ケ鼻遺跡25．0m？、久末・古郡家遺

跡60．Or正で、調査総面積は328．5扉である。

Ⅱ　古　市　遺　跡
1．遺跡の位置と環境

古市遺跡は鳥取市古市地内に所在し、JR鳥取駅から南西約0．9kmに位置している。西側には千代川

およびその支流である大路川が流れ、遺跡はこれらの河川によって形成された標高6．4～7．2mの沖積平

野に立地している。

古市遺跡の内容が明らかになったのは平成6年度に実施した試掘調査である。その後、平成8、9、

10年度に本格的な調査が行われ、弥生時代中・後期～古墳時代前期、奈良、平安時代の遺構・遺物が多

数確認された。遺構には竪穴住居跡、掘立柱建物跡、柵状遺構、井戸、土坑、溝、ピットがみられ、集
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1．倉見古墳群
2．桂見墳墓群
3．布勢鶴指奥墳墓群
4．里仁古墳群
5．古海古墳群
6．釣山古墳群
7．服部古墳群
8．槙枕古墳群
9．玉津古墳群
10．橋本古墳群
11．美和古墳群
12．古郡家古墳群
13．六部山古墳群
14．閑地谷古墳群
15．浜坂植穴群
16．里仁第1横穴群
17．望仁第2横穴群
18．里仁第3横穴群

A．桂見遺跡
B．東桂見遺跡
C．布勢第1遺跡
D．布勢第2遺跡
E．里（二遺跡
F．古海遺跡
G．山ケ鼻遺跡
H．菖蒲遺跡
I．本高段木遺跡
J．服部遺跡
K．倭文所在遺跡1
L．古市遺跡
M．宮長・竹ケ鼻遺跡
N．久末・古郡家遺跡
0．西大路土居遺跡
P．秋里遺跡
Q．追後遺跡
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第1図　調査地周辺遺跡分布図
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落遺跡として捉えられている。

古市遺跡の周辺には西大路土居遺跡や宮長竹ケ鼻遺跡、千代川を挟んだ対岸に古海遺跡、山ケ鼻遺跡

が所在している。独立丘陵の山麓に立地する西大路土居遺跡からは古市遺跡と同時期とみられる建物跡

が検出されている。

2．発掘調査の概要

今回の調査は民間の住宅建設に伴って実施したもので、建設地内1箇所にトレンチ（第1トレンチ）

を設定した。調査地は、平成8、9、10年度調査区から約100m東の古市集落内である。

3．6×4．6mのトレンチである。地表面の標高は6．0m前後を測る。地表下35～45cm厚で客土が認められ、

以下は比較的整った堆積層（第3、4、5、6層）が見られる。遺構は、第4、5層上面で溝、6層の

上面から不明瞭ながら浅い落ち込みが確認された。遺物は、第3、4、5層から陶磁器の小片がわずか

に出土している。第4、5層上面で検出した溝は近世以降の遺構と考えられる。

第2図　古市遺跡　調査位置図
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2．灰色粘土
3．にぷい黄褐色シルト（炭片を含む）
4．灰黄褐色シルト（炭片を含む）
5．暗褐色粘質シルト（マンガンを多量に含む）
6．黄褐色粘質シルト（マンガンを含む）
7．灰黄褐色粘土（黄褐色土ブロック、4cm大の小石を含む）
8．黄褐色シルト（灰黄褐色粘土ブロックを含む）
9．褐灰色粘土（鉄分を含む、黄色おびる）
10．灰褐色粘質土（マンガン、僅少の鉄分を含む）
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第3図　古市遺跡　第1トレンチ実測図
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Ⅲ　秋　里　遺　跡
1．遺跡の位置と環境

秋里遺跡は、JR鳥取駅から北北西約2．5kmの鳥取市秋里、江津地内に所在し、旧千代川左岸に形成

された標高3～4mの自然堤防上に立地している。

遺跡は、昭和49年6月に河川改修および国道9号バイパス建設工事中に発見された。昭和49年12月か

ら始まった調査では、大量の土師器とともに船、鳥、馬などを模した土製品が出土し、古墳時代前期～

中期の祭祀遺跡であることが明らかになった。また、その後の発掘調査では、弥生時代、奈良時代～中

世・近世の遺構・遺物が検出され、秋里遺跡が弥生時代中期から中世・近世にかけての複合遺跡である

ことが明らかになってきている。

秋里遺跡の周辺には、閑地谷古墳群、浜坂横穴群などの古墳群や、縄文～古墳時代の遺物散布地であ

る迫後遺跡などが知られている。

2．発掘調査の概要

今回の調査は民間の住宅建設に伴って実施したもので、建設地内1箇所にトレンチ（第1トレンチ）

を設定した。調査地は狐川の左岸にあたり、対岸には秋里下水終末処理場が位置している。

2．5×4．0mのトレンチである。地表面の標高は3．6m前後を測る。地表下30～40cm厚で客土が認められ、

以下は第3～8層の堆積が見られる。遺構は検出されなかったが、第6層から土師器、須恵器、白磁、

第7、8層から土師器、須恵器などの遺物が出土している。遺物の量はわずかで、いずれも細片である。

第4図　秋里遺跡　調査位置図
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1．客土（真砂土）
2．客土（採石）
3．青灰色粘質土
4．灰黄褐色粘質土
5．黄灰褐色シルト
6．褐灰色シルト
7．灰褐色シルト
8．灰褐色シルト（7より明）

第5図　秋里遺跡　第1トレンチ実測図

Ⅳ　里仁第3横穴群
1．遺跡の位置と環境

里仁第3横穴群は、鳥取市里仁に所在し、湖山池南東側の標高40m前後の低丘陵に立地している。遺

跡が立地する一帯は県立布勢総合運動公園として整備が進められており、整備事業に伴いたび重なる発

掘調査が行われてきている。

里仁第3横穴群の周辺には、里仁古墳群、倉見古墳群、布勢鶴指奥墳墓群、桂見墳墓群や、布勢第1、

2遺跡、桂見遺跡など多く遺跡が知られている。これらの遺跡の発掘調査はこれまでに数次にわたって

行われ、平成6、7年度に実施された桂見遺跡の調査では大型の丸木舟が相次いで出土し話題となった。

また、布勢鶴指奥墳墓群、桂見墳墓群では弥生時代の墳丘墓や土墳墓群、その他多数の中世墓が調査さ

れている。

2．発掘調査の概要

今回の調査は布勢総合運動公園整備に伴って実施したものである。調査は、布勢陸上競技場南東の南

北に延びる丘陵東側斜面に2箇所（第1、5トレンチ）、西側斜面に3箇所（第2、3、4トレンチ）

にトレンチを設定し行った。

丘陵主稜線からわずかに下った東側斜面に設定した3．0×22mのトレンチである。斜面はすでに掘削

され法面として整備されている。調査はこの法面を精査する方法で行った。第7図はその断面図である。

第11、12層の上位はすでに開口しており、横穴の所在が明らかである。第4、5、6層、第7層、第8、

9、10層も横穴の埋土とみられ、計4基の横穴が近接して築造されているものと考えられる。

稜線上からわずかに下った凹状地形を呈する傾斜変換点に設定した1．0×5．1mのトレンチである。厚

さ10cm前後の表土を除去した段階で、トレンチ上位で明黄褐色砂質土（一部花崗岩風化土）の地山が、

また、下位の緩斜面では自然堆積とみられる褐色砂質土（第3層）、明黄褐色砂質土（第4、5層）が確認

された。遺構、遺物は検出されなかった。
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第2トレンチの西側約10mの緩斜面に設定した0．9×7．1mのトレンチである。厚さ10～20cmあまりの

表土下に自然堆積とみられる褐色砂質土、明褐色砂質土が見られ、以下はにぷい褐色砂質土（真砂土）

の地山である。遺構、遺物は検出されなかった。

第2トレンチの下位にみられた凹状地形の傾斜変換点に設定した0．9×7．3mのトレンチである。厚さ

10～25cmあまりの表土下の斜面上位で明黄褐色砂質土（第3層）、下位の緩斜面では橙色砂質土（第4、

6層）が堆積している。いずれも自然堆積とみられる。第7層が地山とみられるが、加工した明確な痕

跡はなく、遺物も検出されなかった。

緩斜面の傾斜変換点に設定した0．9×9．0mのトレンチである。厚さ8～20cmあまりの表土がみられ、

この表土に橙色砂質土（真砂土）の地山が確認された。地山を加工した痕跡はなく、遺構・遺物は検出

されなかった。

第6図　里仁第3横穴群調査位置図

1．表土　　　　　5．桂色砂質土　　9．橙色細砂
2．樫色細砂　　　6．橙色細砂　　10．橙色砂質土
3．にぷい橙色軟岩　7．明褐色砂質土　11．橙色砂質土
4．明褐色砂質土　8．橙色砂質土　12．明褐色砂質土

第7図　里仁第3横穴群　第1トレンチ断面実測図
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V　桂見古墳群
11遺跡の位置と環境

桂見古墳群は、鳥取市桂見地内に所在し、湖山池の南東側低丘陵に立地している。遺跡が立地する一

帯は、県立布勢総合運動公園、とっとりふれ合いの森整備事業、宅地造成などが進められており、開発

事業に伴い数次の発掘調査が行われてきている。桂見古墳群の発掘調査も昭和58年、平成4年に行われ、

昭和58年に調査された桂見2号境は、長辺28m、高さ4．5mの墳丘規模を持ち、埋葬施設として4．3mを

測る長大な組合式箱式木棺が検出されている。この棺内からは舶載鏡である内行花文鏡が出土しており、

主体部規模や副葬品などの内容から鳥取市城のなかでも卓越した古墳として捉えられている。

桂見古墳群の周辺には、低丘陵上に里仁古墳群、倉見古墳群、布勢鶴指奥墳墓群が、平野部には桂見

遺跡、東桂見遺跡などが立地している。湖山池の南東部一帯は市城の中でも遺跡の密集地城となってい

る。

2．発掘調査の概要

今回の調査は公共施設の整備に伴い実施したもので、桂見集落の南西側に張り出した丘陵上に11箇所

のトレンチ（第1～11トレンチ）を設定し行った。調査地は標高20～76mの丘陵で、随所に隆起状の地

形が見られる。調査は主にこれらの隆起地形を対象に実施した。なお、実測図のレベルは任意である。

主稜線から分岐した小尾根の先端部からわずかに下った斜面の傾斜変換点に設定した0．6×5．0mのト

レンチである。厚さ10cm前後の表土が認められ、表土下は赤褐色軟岩が脈状にはいる黄褐色砂質土（真

砂土）の地山である。地山を加工した痕跡はなく、遺構や遣物は検出されなかった。

小尾根の先端部の平坦部に設定した0．6×5．0mのトレンチである。厚さ6．0～10cmあまりの表土下に一

部真砂土混じりの暗褐色砂質土が堆積するが、以下は軟岩の地山である。遺構、遺物は検出されなかっ

た。

第2トレンチ北西側の稜線上に見られた傾斜変換点に設定した0．6×8．1mのトレンチである。厚さ12

～25cmの表土以下は地山となり、盛土や地山加工の痕跡は認められず、遺物も検出されなかった。

主稜線から分岐した小尾根上に見られた隆起状地形部に設定した0．6×6．0mのトレンチである。厚さ

8．0～20cmの表土が認められ、それ以下は淡黄褐色砂質土（真砂土）の地山である。盛土や地山を加工

した痕跡はなく遺物も検出されなかった。

主稜線の頂部（標高76．6m）から分岐した小尾根の先端部に設定した0．6×4．7mのトレンチである。

厚さ5．0～20cmの表土が認められ、それ以下は淡黄褐色砂質土（真砂土）の地山である。遺構、遺物は

検出されなかった。

尾根上に見られた隆起状地形部とその傾斜変換点に設定した0．6×15．9mのトレンチである。厚さ5．0

～18cmあまりの表土下に自然堆積とみられる明黄褐色砂層が一部観察され、以下は淡黄褐色砂質土（真

砂土）の地山である。盛土や地山を加工した痕跡はなく、遺構・遺物は検出されなかった。

尾根上に見られた隆起状地形部とその傾斜変換点に設定した0．6×9．0mのトレンチである。厚さ5．0～

20cmあまりの表土下は、赤褐色の軟岩が脈状にはいる淡黄褐色砂質土（真砂土）の地山である。盛土や

地山を加工した痕跡はなく、遺物も検出されなかった。

ー8－



主稜線から分岐した小尾根上に見られた舌状の平坦部に設定した0．6×5．3mのトレンチである。厚さ

4・0～20cmの表土が認められ、以下は地山とみられる均一な黄褐色粘質土が堆積している。遺構、遺物

は検出されなかった。

第8トレンチの東側平坦部に設定した0．6×4．2mのトレンチである。厚さ15～25cmの表土には第8ト

レンチと同様の淡黄褐色粘質土（地山）が認められる。盛土や地山を加工した痕跡はなく遺物も出土し

なかった。

丘陵裾部で観察された石材の露頭部分を対象とし、石材の遺存状態を確認するトレンチを設定した。

精査の結果、積み上げられた石材がL字形に遺存しており、横穴式石室の奥壁および側壁の一部と思わ

れる。遺物は検出されなかった。

第10トレンチの東側に見られた石材の露頭部に設定した。L字形の石積が遺存しており、横穴式石室

の奥壁および側壁の一部と考えられる。尾根の上位側には周溝の痕跡と見られる馬蹄形の凹みがわずか

に認められる。遺物は検出されなかった。

第9図　桂見古墳群調査位置図

l

第2トレンチ

1．腐葉土
2．暗褐色砂質土（黄褐色砂質土混入）　0
3．黄褐色軟岩（地山）

第10図　植見古墳群　第1・2トレンチ実測図
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2　　1

1．腐葉土
2．褐色粘質土
3．黄褐色粘質土

－・　　　　　▼・、　　T J

ノ
」　ji　　　　＿＿　　＿＿‥　　－＿＿

第8トレンチ

乳⊥＿一評

第10トレンチ

第12図　桂見古墳群　第8・9・10・11トレンチ実測図

Ⅵ　倭文所在遺跡1
1．遺跡の位置と環境

倭文所在遺跡1は、JR鳥取駅から南南西約6kmの鳥取市倭文、玉津地内に所在し、両集落の間に広

がる平野部および丘陵裾部に立地している。本遺跡については平成12年度に試掘調査が行われ、土坑状

遺構やピット、遺物として弥生土器片、土師皿片が数点検出されている。

倭文所在遺跡1の周辺には玉津古墳群、横枕古墳群などの古墳や、鶴尾城を中核とする中世の城跡が

知られている。北西側丘陵に展開する横枕古墳群では近年多くの発掘調査が行われており、古墳時代前

期～後期の各時期の古墳が数多く検出されている。

2．発掘調査の概要

今回の調査は道路整備事業に伴って実施した。調査は遺跡の北側と、12年度調査で弥生土器が検出さ

れた隣接地を対象とし、事業計画地内2箇所にトレンチ（第1、2トレンチ）を設定した。調査地の現

況は水田である。

12年度調査地の北西側70mに設定した5．0×5．0mのトレンチである。地表面の標高は22．7m前後を測

り、地表下15～20cm厚で耕作土が認められる。耕作土下の第4、5層は比較的整った堆積をみせるが、

それ以下の第7、8層には3～8cm大の角礫が多く含まれており客土された土砂とみられる。第15層が

地山と考えられる。遺構は検出されなかった。遺物は第8層より上層から須恵器、瓦質土器、陶磁器が

出土しているが、いずれも摩耗の著しい破片で混入遺物と思われる。

玉津集落の北東150mの水田部に設定した5．0×5．0mのトレンチである。地表面の標高は18m前後を測

る。地表下は厚さ10～15cmの耕作土で、耕作土以下の第8層までは乱れた堆積状況がみられ、改変され

ている様子がうかがわれる。第9層が基盤層と考えられる。遺構、遺物は検出されなかった。

－11－



讐…．汐 池 2－．一幸 蒸 肇 出

＼∵’2il●・＼＼＼11＼＼ヾl‖

　＼　　　　　　　　　　　　　　　、、

＼＼＼＼鍋べべ芸芸こつ二＼ミ、

l　　　　　　　　l　　　　　　　l1日I‖IHl　I　ll　I　l一　品

「▼▼▼▼‾▼▼‾▼▼▼「「i ‖i ll

I倭文西■集処理
．1，　　1I

l　　　　　】lHlHI l　。．．I　l　l／！； ！。1 13・l

i日周 江山中学校∴

L＿－．－し－．－．畢 肝雪 。眉

LL

d．一

誰血～　 牛鞘 磁 ＼ ■ll！‘‘へ＼＼宗・2∵二

0

＼＼瀦il」三三 二禦 斗 忘腑

圭　 ・1－。：・‘ ．、・・

．・2百二‘i‾く
ll

4′

30 ′亡・燦 船

不 動ヾ ■

、、

．三 言 二 捌 1－廿 盲 lつ ！　 ‖
丈 く ′’ 捌　 篭 q ㌔ 。言0 ・4ご ， ll　　 、－、　　　　 l

l】
t　、′l　一

鼎 甜 廿 瀾 烈 ”！
‖　　　　　　　　　　　　　　　 ll

ll
lll＝　／

22・l ・　　　　　 2飛 ・、皇竜も虹 色

′ヽ

2l．7

日

n　 一一 1● ・、－．．予 。 〉　 一 虻 ．。＼、●， 拙

19．7 ●●　 〉　 q　　 ‾一一一一一一一一一」 、′ U l6＼I　 、〉

13．6　　　　　　　　　　　　　　　 ．ヽ′‖　 〉1 ′　 O p　 L一一・ ・ロ
　ヽ・一‘　　　　　　　　　　　 ll
Q

113°9．

’′　　　　　　　　　　　　　　　　　 J　ヽ′　．
こ 7 デ ′ 〉 ∫　　 ノ。冒 ．1誌 、、、〉　 n O ユi〉 。 、 日

．7‥7 ．＼・二、。・26もD　 錠 ；．㌘　 〉＼　 〉

′ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ヽ

：1 2議 義 盛 ∋ よ、、 a ノ 〉 、、‘≦〉Y 二； q －‘一 ・・・・二　 日

Ⅸ 溜 。．2〉〉 ll，。ト三；、罰2十 董 誉廿コ藍義・・聖 篭 角 襟 逸 事 越 養 局…．＿＿＿
匠　 ．　　　　　　　　　 －1 19 ・6

18 ．
n　 人ご 好 頓 ミよ 6・－還 範 ．養 武　 〉

〉　＼　　讐聖聖ヒユタ一一一一・・、㌃一一　　〉J・・一．‾一．‘‾‾…▼‾ Hll高　Il　　　　 ！q・・〉▼　ヽ∠んⅥ〉 ヒ豪 考　 ‖

ll

＝

ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ′

ll　　 ．30 ．9
lIl　　　　　　　　　　　　　　 〉　 ′一一一一

財 ト 二‾・・・一豊 一族 冊 ．l

ハ　 II J ’

8 ．・・ノ　　　　　　　　　　　　　　　 山

l 七 三 形 ．．古。 ・諾 、£ 、、 1

ー l

ll

l 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、ノ．
脛 2。要 目公 玉 鞠 ‖ 2；．撃 ・’： ．、．ノ・、。 樫 ん 鰹 16・〔

吊 24 ・0 －1 日　 目 1 2 宇 度 諾 〉 士 、 二、；・・W h

〉　　　 山　　　　 、・’ も0

8　 －1 1■　　　　 r’－）　　 蓼 窄 ≡ 薫

塑 話 苛 、‾一 院 書 ？

Y ’

・当

＼

l
0 0 m

l
J

．　　 ヽ

I

第13図　億文所在遺跡1調査位置図
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第14図　億文所在遺跡1　第1トレンチ実測図
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1．にぷい黄褐色砂混シルト（耕作土）
2．灰黄褐色砂混シルト（1～4cm大の角礫を含む）
3．灰褐色砂混粘質土（5～10cm大の角礫を含む）
4．灰褐色砂混粘質土（1皿前後の角礫を含む）
5．黒褐色粘土

－　　6．灰黄褐色粘土
7．黄褐色砂混粘質土
8．黄褐色粗砂
9．灰黄褐色砂混シルト
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第15図　倭文所在遺跡1　第2トレンチ実測図

Ⅶ　本高段木遺跡
1．遺跡の位置と環境

本高段木遺跡は、JR鳥取駅から南西約3kmの鳥取市本高地内に所在し、本高集落から南東約500m

に位置する独立丘陵の裾部に立地している。本遺跡については平成12年度に試掘調査が行われ、溝、土

坑、ピットなどの遺構とともに須恵器、土師器、瓦質土器が検出されている。

本高段木遺跡の周辺丘陵上には服部古墳群や釣山古墳群、平野部には服部遺跡、山ケ鼻遺跡、菖蒲遺

跡、古海遺跡など多くの遺跡が知られている。服部古墳群では平成11、12年度に発掘調査が行われてお

り、前期古墳とともに弥生時代の墳丘墓が検出されている。

2．発掘調査の概要

今回の調査は道路整備事業に伴って実施したもので、12年度実施した調査地の北側を対象とし、事業

計画地内2箇所にトレンチ（第1、2トレンチ）を設定した。

12年度調査地から一段下った水田部に設定した2．9×4．9mのトレンチである。地表面の標高は8．3m前

後を測る。地表下は厚さ10～18cmの耕作土で、耕作土下に床土とみられる褐灰色粘質土が堆積している。

床土下の第6層上面から直径15～40cmを測る多数のピットを検出した。Pl埋土から土錘、P2からは

須恵器片、土師器片が出土している。中世の遺構面と考えられる。第10層からは遺構、遺物は検出され

なかった。

第1トレンチの西側に設定した2．8×4．9mのトレンチである。地表面の標高は8．4m前後を測る。地表

下は厚さ10～20cmの耕作土で、耕作土下に厚さ8cm前後の床土が堆積している。床土の下には褐灰色シ

ル下層（第3層）がみられる。第3層からは明らかな遺構は検出されなかったが、多数の須恵器片が検
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出された。

第3層下の暗灰黄色シルト質極細砂層（第6層）の上面から土坑状遺構とピットが検出された。また、

第6層からは第18図の壷、嚢などの弥生土器が出土した。出土点数は100点以上を数える。弥生時代後

期の遺跡が存在することを示唆している。

I，lI UI　＝一日

第16図　本高段木遺跡調査位置図
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1．灰黄褐色粘質土（耕作土）　6．暗黄褐色シルト（灰白色砂ブロックを含む）
2．褐灰色粘質土
3．にぷい黄褐色シルト
4．にぷい黄褐色シルト
5．緑灰色粘土

7．にぷい黄褐色シルト
8．灰色シルト
9．灰色シルト
10．黄褐色シルト（灰白色砂ブロックを含む）

1．褐色粘質土（耕作土）
2．褐灰色粘質シルト
3．褐灰色シルト
4．暗灰黄色シルト
5．黄灰色シルト
6．暗灰黄色シルト質極細砂

第17図　本高段木遺跡　第1・2トレンチ実測図
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07．灰黄色粘質シルト

8．灰黄色細砂
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11．黄灰色シルト
12．暗灰黄色シルト
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第18図　本高段木遺跡　第2トレンチ出土遺物実測図

Ⅷ　山　ケ　鼻遺跡
1．遺跡の位置と環境

山ケ鼻遺跡は、千代川左岸の鳥取市菖蒲、古海、本高地内に所在し、JR鳥取駅の西南西約2．2kmに

位置する。山ケ鼻遺跡の発掘調査は平成6年度と7年度に行われており、掘立柱建物、井戸、土坑、溝

などの遺構とともに縄文時代、弥生時代、古墳時代、中世の土器が多数出土している。

山ケ鼻遺跡の周辺には服部古墳群、古海古墳群、釣山古墳群や服部遺跡、菖蒲遺跡、古海遺跡など多

くの遺跡が知られている。

2．発掘調査の概要

今回の調査は道路整備事業に伴って実施したもので、平成6年度調査地の北東側約80～150m地点に

あたる。調査は事業計画地内2箇所にトレンチ（第1、2トレンチ）を設定して行った。調査地の現況

は水田である。

調査対象地の北東側に設定した2．0×5．0mのトレンチである。地表面の標高は6．7m前後を測る。地表

面下の第1層は耕作土、第3層の明黄褐色粘質土が床土である。床土以下は上層で薄く、下層で厚い土

砂堆積が観察される。全体に整った堆積層序で、最下層の第13層は青灰色砂となる。遺構、遺物は検出

されなかった。

第19図　山ケ鼻遺跡調査位置図
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調査対象地の南西端に設定した3．0×5．0mのトレンチである。地表面の標高は6．9m前後を測る。地表

面下40～45cmでみられる第5層が床土である。第5層下の暗灰色シルト（第6層）には弥生土器が含ま

れ、その上面から土坑状遺構2基を検出した。第8～14層は土坑埋土である。第21図は第6層から出土

した壷の口緑部である。第6層からはこのほかに弥生土器とみられる土器片が多数出土しており遺跡の

存在を示唆している。第6層以下からは遺構、遺物は検出されなかった。

第1トレンチ

1．耕作土
2．暗灰色砂質土
3．明黄褐色粘質土（床土）
4．時灰色砂質土
5．暗褐色砂質土（灰色砂を含む）
6．黄灰色砂質土
7．淡黄灰色砂質土
8．暗褐色シルト
9．暗灰色砂質土
10．黒灰色粘質土
11．暗褐色砂質土（暗渠）
12．灰色砂
13．青灰色砂

1．耕作土
2．灰褐色シルト
3．暗黄褐色粘質土
4．灰褐色シルト
5．明黄褐色粘質土（床土）
6．暗灰色シルト（暗褐色土を含む　弥生土器混入）
7．暗褐色砂質土
8．黒灰色砂質土（炭片を含む）
9．暗灰色砂質土
10．暗灰色砂質土（炭片、黒灰色土を含む）
11．暗灰褐色砂質土
12．暗灰褐色砂質土（11より暗　淡黄褐色砂混）
13．暗灰色粘質土
14．暗灰色粘質土（13より明　炭片を含む）
15．青灰色粘質土
16．暗褐色粘質土
17．土坑
18．暗渠

第2トレンチ

第20図　山ケ鼻遺跡　第1・2トレンチ実測図

2m
t　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　t

l－　　　　　　　　　　　　lll－　　　　　　　　　　　　ll

0　　　　　　　　　　　10cm
l　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　I

L　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　1

第21図　山ケ鼻遺跡　第2トレンチ出土遺物実測図

Ⅸ　久末・古郡家遺跡
1．遺跡の位置と環境

久末・古郡家遺跡は、JR鳥取駅の南南東約3．8～4．3kmの鳥取市久末および古郡家地内に所在し、古

郡家集落の北側に広がる平野部に立地している。久末・古郡家遺跡の発掘調査はほ場整備事業にともなっ

て昭和48年度に行われており、掘立柱建物、土坑、溝、ピットなどの遺構が検出された。遺物も弥生時

代中期～古墳時代前期の土器を主体に数多く出土している。
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久末・古郡家遺跡の縁辺丘陵には橋本古墳群、美和古墳群、古郡家古墳群、六部山古墳群が展開して

いる。これらの古墳群の中には、大型前方後円墳の古郡家1号填、六部山3号填、家型石棺を納めた橋

本38号境など注目される古墳が築かれている。また、遺跡周辺では、集落遺跡として西大路土居遺跡が

知られている。

2．発掘調査の概要

今回の調査は道路整備事業に伴って実施したもので、事業計画地内3箇所にトレンチ（第1～3トレ

ンチ）を設定して行った。調査対象地は久末・古郡家遺跡の南側にあたる。

調査対象地の南東側に設定した5．0×5．0mのトレンチである。地表面の標高は11．1m前後を測る。地

表下に厚さ10～15cmあまりの耕作土がみられ、耕作土下の暗灰色砂質土（第2層）には須恵器片、土師

器片が混入する。地表面下25～30cmの第3層上面で溝状遺構を検出した。第9～11、20層が溝の埋土で

ある。また、第3層からは弥生時代後期の土器群が検出され多くの土器が出土した。第25図1（壷）2

（嚢）3（器台）は第3層出土遣物である。黒灰色粘質土（第6層）には遺構、遺物は見られなかった。

調査対象地のほぼ中央に設定した3．5×5．0mのトレンチである。地表面の標高は10．9m前後を測る。

地表下に厚さ10～18cmあまりの耕作土がみられ、耕作土下の暗灰色シルト層（第2層）が床土である。

床土の下層からほぼ南北に主軸をとる深さ80cmあまりの溝状遺構を検出した。第9～16層が溝の埋土で、

溝の幅は4mを超える。溝の埋土には須恵器、土師器の破片が多数混入している。黒灰色粘土層（第7

層）からは遺構、遺物は検出されなかった。
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第22図　久末・古郡家遺跡調査位置図
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調査対象地の北西側に設定した3．0×5．0mのトレンチである。地表面の標高は10．6m前後を測る。地

表下に厚さ8～25cmあまりの耕作土がみられ、耕作土下の灰色粘質土層（第3層）が床土と思われる。

床土の下には厚さ10cmあまりの黄褐色粘質土（第4層）が帯状に入り客土された様子が見られる。第4

層下の第6層は均一な黄褐色粘質土で、以下暗灰色の粘土層に続く。遺構は検出されなかった。遺物は

耕作土中から須恵器片と土師器片が出土している。

第1トレンチ

H＝11．00m

第2トレンチ

1．耕作土
2．暗灰色砂質土（黄褐色土ブロックを含む）
3．茶褐色砂質土（灰色砂、2～3cm大の礫を含む）
4．暗灰色砂質土（黄褐色土ブロックを含む）
5．暗褐色砂質土（暗灰色土ブロックを含む）
6．黒灰色粘質土
7．暗灰色粘質土
8．撹乱穴
9．暗灰色砂質土（1～2cm大の円礫を含む）
10．暗灰色砂質土（21より明、黄褐色土ブロックを含む）
11．灰色砂質土
12．暗灰色砂質土（褐色土、黄褐色土ブロックを含む）
13．灰色砂質土（1～2cm大の円礫を含む）
14．褐色砂質土（暗灰色土ブロックを含む）
15．暗灰色砂質土
16．暗黄褐色砂質土
17．砂礫（2～3cm大の礫を多量に含む）
18．暗褐色砂質土
19．暗黄褐色砂質土
20．褐色砂質土（暗灰色土、2～3cm大の円礫を含む）
21．暗渠

1．耕作土
2．暗灰色シルト
3．黄褐色シルト（礫を含む）
4．灰色砂礫（1～2cm大の礫を多量に含む）
5．褐色砂質土（黄褐色土を含む）
6．暗褐色砂質土
7．黒灰色粘土
8．暗灰色粘質土
9．暗黄褐色粘質土（灰色粘土を含む）
10．灰色砂質土（淡黄褐色土を含む）

15．暗灰色砂質土
16．灰色砂礫（1cm大の礫を多量に含む）
17．黄灰色砂質土
18．暗灰色砂質土

－19．暗褐色砂質土

2m
l　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　I

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

第23図　久末・古郡家遺跡　第1・2トレンチ実測図
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第24図　久末・古郡家遺跡　第3トレンチ実測図

‾蚕室塞一一一』

10cm
l l
l－．－　　　　　　　　　　　　．一

1．耕作土
2．暗灰色粘質土（黄褐色土を含む）
3．灰色粘質土
4．黄褐色粘質土（灰色土を含む）
5．暗灰色粘質土（円礫を含む）
6．黄褐色粘質土
7．暗灰色粘土
8．灰色粘土
9．暗渠

第25図　久末・古郡家遺跡　第1トレンチ出土遺物実測図

Ⅹ　お　わ　り　に

今回の調査は、開発事業計画地内における遺跡の所在確認を主として行った。調査対象遺跡は、古市

遺跡、秋里遺跡、里仁第3横穴群、桂見古墳群、倭文所在遺跡1、本高段木遺跡、山ケ鼻遺跡、久末・

古郡家遺跡の8遺跡である。以下、各遺跡の調査結果についてまとめておく。

古市遺跡

現地表下70cm前後で近世以降と考えられる溝と、その下層から土坑状の浅い落ち込みが確認されたも

のの遺物もなく具体的な性格は把握できなかった。平成8年、9年度に実施した調査では弥生時代中・

後期～古墳時代前期、奈良、平安時代の遺構、遺物が検出されているが、今回の調査からは同時期の遺

構や遺物は確認されず、平成8、9年度調査地と同様の遺跡は包蔵されていないものと思われる。

秋里遺跡

遺構は検出されず、包含層遺物として須恵器、土師器、白磁の細片が出土した。平成7年度に実施し

た北東側隣接地の調査では、古墳時代後期、平安時代～鎌倉時代の掘立柱建物、井戸、土坑、溝が検出

されている。基本的に同様の様相を呈するものと考えられるが、限られた範囲での調査であったため具

体的な遺跡の把握はできなかった。
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里仁第3横穴群

開発計画地内の丘陵斜面を中心に調査を行った。調査の結果、丘陵東斜面に設定した第1トレンチか

ら近接して築造されている4基の横穴を検出した。この内の1基はすでに開口している。同一丘陵には

里仁第2横穴群が知られており、一帯の丘陵にも横穴が造営されている可能性が高く注意を払っていく

必要がある。

桂見古墳群

調査対象地内に見られる隆起状地形および地形変換点の11箇所にトレンチを設定した。調査の結果、

丘陵裾部に設定した第10、11トレンチで横穴式石室を主体部とする古墳2基を検出した。石室の状態は

悪く、奥壁と側壁の一部が遣存している。調査対象地外ではあるが、対面する東側丘陵裾にも横穴式石

室を持つ古墳3基が築造されていることが今回新たに確認された。桂見古墳群の中ではこれまでに横穴

式石室を埋葬施設に持つ古墳の所在は確認されておらず、周辺丘陵の裾部についても今後十分注意を払っ

ていく必要があることを付記しておく。

倭文所在遺跡1

第1トレンチ上層の客土から須恵器、瓦質土器、陶磁器の破片が出土したが、明確な遺構は検出され

なかった。平成12年度の試掘調査では、今年度の第1トレンチ北西110m地点の表土下で土坑状遺構1、

ピット1が検出されている。両年度に実施した調査の結果、時期、性格は不明瞭であるが、玉津集落の

東側微高地上に遺跡が存在する可能性が考えられる。集落の南東丘陵上（標高約260m）には武田氏の

持ち城と伝えられる鶴尾城が築かれている。玉津集落の南側には「殿屋敷」「寺田」などの小字がみら

れ、山麓に中世遺跡が包蔵されていることが十分考えられる。

本高段木遺跡

ピット16、土坑1などの遺構と多数の弥生土器が検出され、弥生時代後期の遺構面が存在することが

明らかになった。本遺跡の試掘調査は平成12年度にも実施され、中世の遺構が明らかになっている。両

年度の調査の結果、丘陵裾部の微高地に弥生時代後期および中世の遺跡が包蔵されているものと思われ

る。

山ケ鼻遺跡

山ケ鼻遺跡では平成6、7年度の調査によって多くの遺構、遺物が検出されている。今回の調査対象

地は既往調査地の南東側にあたる。調査の結果、第2トレンチから土坑2と弥生土器の包含層を検出し、

遺跡が北東側に広がっていることが確認された。遺跡の範囲については、対象地の北東に設定した第1

トレンチで遺構、遺物が認められないことや、土砂の堆積状況からみて同地点まで遺跡が広がっていく

可能性は少ないものと考えられる。

久末・古郡家遺跡

事業計画地内の3箇所にトレンチを設定した。南東側にあけた第1トレンチから溝状遺構と弥生時代

後期の土器群、中央部に設定した第2トレンチからは幅4m以上、深さ80cm前後の溝が検出され、遺跡

の存在が明らかになった。対象地北西側に設定した第3トレンチからは遺構は検出されず、遺物は耕作

土中の須恵器片、土師器片にとどまる。南東側の遺跡範囲は大路川の左岸縁辺まで広がり、北西側は第

3トレンチ地点までほおよばないものと思われる。
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1

写真図版



古市遺跡

調査地全景（北から）

古市遺跡

第1トレンチ（北東から）



里仁第3横穴群
第1トレンチ横穴開口状況

（南東から）

里仁第3横穴群
第1トレンチ横穴哩土状況

（南東から）



桂見古墳群
調査地遠景（東から）



図版4

桂見古墳群

第1トレンチ（南から）

桂見古墳群

第4トレンチ（北西から）

桂見古墳群

第5トレンチ（北東から）



桂見古墳群　第3トレンチ（北西から） 桂見古墳群　第6トレンチ（南西から）

桂見古墳群　第7トレンチ（北から）



図版6

桂見古墳群

第8トレンチ（北東から）

桂見古墳群

第9トレンチ（北西から）

桂見古墳群

第10トレンチ（南から）



桂見古墳群

第11トレンチ（南から）

倭文所在遺跡1

第1トレンチ（西から）



木高段木遺跡

第1トレンチ（西から）

木高段木遺跡

第2トレンチ（北から）

18－1～3

木高段木遺跡　第2トレンチ出土遺物



山ケ鼻遺跡

調査地遠景（北東から）

山ケ鼻遺跡

第1トレンチ（南西から）

山ケ鼻遺跡

第2トレンチ（南東から）



山ケ鼻遺跡　第2トレンチ土杭検出状況

21－1

山ケ鼻遺跡　第2トレンチ出土遺物

蕊二義屈垂去ギ畢華
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嶺

／イ∴了 久末・古郡家遺跡
調査地遠景（南西から）



図版11

久末・古郡家遺跡
第1トレンチ遣物出土状況

（北東から）

久末・古郡家遺跡
第2トレンチ（南西から）

久末・古郡家遺跡
第3トレンチ（北西から）



ふ　 り　 が　 な へいせい13 （200 1）ねんど　 とっとりしないいせきはっくつちょうさがいようほうこくしょ

書　　　　　 名 平成13 （200 1）年度　 鳥取市内遺跡発掘調査概要報告書

副　　 書　　 名 古市遺跡 秋里遺跡 里仁第3横穴群 桂見古墳群 倭文所在遺跡1 本高段木遺跡 山ケ鼻遺跡久末・古郡家遺跡

巻　　　　　 次

シ リ　ー　ズ 名

シ リー ズ番 号

編　 著　 者　 名 平川　 誠　　 前田　 均

編　 集　 機　 関 鳥取市教育委員会

所　　 在　　 地 〒680－0047　 鳥取県鳥取市上魚町39　　 T E L　 O857－22－8111

発 行 年 月　 日 西暦　 2002年　 3 月23 日

ふ　 り　 が　 な

所 収 遺 跡 名

ふ りがな

所 在 地

コ　　 ー　　 ド
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

ふるいち　いせき とっとり　し　ふるいち
31201

3 50 134 0 20011009
16．5I迂 住宅建設古市遺跡 鳥取市古市 29′

17〝

13′

08〝
′．．、　）

200 110 10

あきさと　いせき
秋里遺跡

とっとり　し　あきさと
鳥取市秋里 31201

35 0

3 1′

03〝

134 0

13′

13”

200 110 17 12．OI迂 住宅建設

さと　に　だいさんおうけつぐん とっとり　し　さと　に
31201

35 0 134 0 200 110 22

92．9Iが 公園造成里仁第3 横穴群 鳥取市里仁 29′

40〝

11′

12〝
ノ‾、　）

200 110 30

かつらみ　こ　ふんぐん とっとり　し　かつらみ
31201

3 50 134 0 20011120

44．2Iが 公共施設建設桂見古墳群 鳥取市桂見 29′

25〝

10′

28〝
′‾、・．．．′・

20011128

し　とりしょざい　いせきいち とっとり　L　L　とり
31201

350 134 0 20011119

50．OI迂 道路整備倭文所在遺跡 1 鳥取市倭文 26′

38〝

11′

38〝
′細、・）

20011122

もとだかだん　ぎ　いせき とっとり　し　もとだか
31201

350 134 0 20011128

27．9正 道路整備本高段木遺跡 鳥取市本高 28′

31〝

12′

11〝
／－、ヽ＿′

20011129

やま　がはな　いせき とっとり　し　ふる　み
3120 1

350 134 0 20011211

25．OI迂 道路整備山ケ鼻遺跡 鳥取市古海 25′

15〝

12′

20〝
′．‾、　）

20011217

ひさすえ　こ　こう　げいせ　き
久末・古郡家遺跡

とっとり　し　ひさすえ
鳥取市久末

こ　こう　げ
古郡家

3120 1

350

27′

19〝

134 0

14′

30〝

20010525

～20010528
20011203

～20011205

60．0汀f 道路整備

所 収 遺 跡 名 種　 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遣 物 特 記 事 項

古市遺跡 散布地 近世～中世 土坑 － 試掘調査

秋里遺跡 散布地 古墳時代
－

土師器 試掘調査

里仁第 3 横穴群 古墳 古墳時代 横穴 －
試掘調査

桂見古墳群 古墳 古墳時代 古墳 － 試掘調査

倭文所在遺跡 1 散布地
－ － － 試掘調査

本高段木遺跡 集落跡 弥生時代 土坑、ピット 須恵器、弥生土器 試掘調査

山ケ鼻遺跡 集落跡 弥生時代 土坑 弥生土器 試掘調査

久末 ・古郡家遺跡 散布地 弥生時代 溝、土器群 弥生土器、土師器 試掘調査
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